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要旨 〔目的〕通所リハビリテーションの利用者（通所者）と居宅介護施設入所者（入所
者）の運動機能や地域における生活環境および ADL が QOL に及ぼす影響について調査
した。〔対象〕通所者11名，入所者11名とした。〔方法〕運動機能や地域の生活環境に関し
ては E-SAS（Elderly Status Assessment Set）を用い，同時に ADL と QOL の評価を実
施した。〔結果〕通所者と入所者間で，E-SAS では Life-Space Assessment，ころばない
自信，入浴動作，歩くチカラの項目で，QOL では社会的関係の領域で有意差が認められ
た。また，通所者では ADL と QOL に強い正の相関が認められたが，入所者では認めら
れなかった。〔結語〕入所者では，生活範囲や活動量が QOL を決定するのではなく，個々
の生活環境や施設での人間関係が大きく関与していることが示唆された。




きている。運動機能や Activity of Daily Living（ADL）
の改善だけでなく，高齢者が生きることの意味や価値
を示す Quality of Life（QOL）をいかに高く保ち支援
していくかが重要な課題となる。






作，Time up and go test（TUG），休まず歩ける距離，
人とのつながりの6つの評価項目からなる。Baker ら2）








































































































































































通所者における ADL と WHOQOL26では，強い正
の相関が認められたが（r＝0．77，p＜0．01），入所者
表2 E-SAS6項目の結果
E-SAS 項目 通所者 入所者 P 値
LSA（点） 61．3±3．1＊＊＊ 22．3±6．6 ＜0．001
ころばない自信（点） 30．5±1．7＊ 21．6±2．7 0．013
自宅での入浴動作（点） 9．9±0．1＊＊ 6．3±1．2 0．008
TUG（秒） 12．4±1．1＊ 19．1±2．8 0．03
休まず歩ける距離（点） 3．4±0．4 3．1±0．5 0．68
人とのつながり（点） 12．2±1．8 7．9±1．6 0．09
＊＊＊p＜0．001，＊＊p＜0．01，＊p＜0．05．
表3 ADL（新体力テスト）の結果
通所者 入所者 P 値
ADL（点） 17．4±1．4 14．8±1．2 0．18
図1 E-SAS6項目のレーダーチャート
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WHOQOL26項目（点） 通所者 入所者 P 値
身体的領域 3．2±0．2 3．3±0．3 0．84
心理的領域 3．1±0．2 3．0±0．2 0．67
社会的関係 3．7±0．2＊ 3．1±0．2 0．03
環境領域 3．7±0．2 3．3±0．2 0．14
全体的な QOL・健康状態 2．7±0．2 3．2±0．4 0．22
平均点 3．4±0．1 3．2±0．2 0．46
＊p＜0．05．
図2．通所者と入所者の QOL と ADL の相関図
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